
提言のとりまとめについて（正副委員長案）

今までの議論を踏まえた
提言の軸

今までの議論を踏まえると、本市がペーパーレスとオンライン会議が当たり前に行われる市役所にするために
行うべきことは、「①デジタル環境の整備」「②誰一人取り残さないサポート体制の構築」「③デジタル化へ
の意識の醸成」です。今後はこの３つを軸に、委員がグループに分かれて具体的な施策の検討を行い、そ
の内容をもとに提言をとりまとめていきます。

① デジタル環境の整備

② 誰一人取り残さない
サポート体制の構築

③ デジタル化への意識
の醸成

デ ジ タ ル 化 推 進 特 別 委 員 会
令 和 ３ 年 1 2 月 ３ 日

今後の対応

①の具体的施策の検討
【担当】
大岩委員長(リーダー)、
山下委員、草間委員、
安西委員

②の具体的施策の検討
【担当】
鈴木副委員長(リーダー)、
鴨志田委員、藤崎委員、
木内委員、北谷委員

③の具体的施策の検討
【担当】
竹野内副委員長(リーダー)、
川口委員、有村委員、
河治委員

【委員会】
全体共有
意見交換

【委員会】
提言の
とりまとめ

1月中旬 ２月初旬12月初旬～12月下旬
（資料３を各グループでまとめてください。）

・所管局からの本市
の取組に関する
説明聴取

・全職員向けの
ペーパーレスと
オンライン会議の
実施状況に
ついてのアンケート

・Code for
YOKOHAMAとの
意見交換
（資料２参照）

資料１

今までの委員会等
における議論
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11月10日委員派遣の発表資料（ペーパーレス １/２） 資料２
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11月10日委員派遣の発表資料（ペーパーレス ２/２）
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11月10日委員派遣の発表資料（オンライン会議 １/２）
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11月10日委員派遣の発表資料（オンライン会議 ２/２）



■課題・背景

■提案する取組（適宜アンケート結果等をご活用ください）

■グループに〇をつけてください。
【 】大岩委員長グループ（デジタル環境の整備）
【 】鈴木副委員長グループ（誰一人取り残さないサポート体制の構築）
【 】竹野内副委員長グループ（デジタル化への意識の醸成）

※グループ毎にご提出ください。取組が複数ある場合は、シートを複数ご提出ください。
※必要に応じて枠の修正やスライドの追加をしてください。
※「課題・背景」及び「提案する取組」の記載があれば、様式は問いません。

デジタル化推進特別委員会 提言検討シート（案）
資料３
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